
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

江戸川区家庭教育支援チーム 

 （呼称：江戸川もっく） 

 

②活動拠点 江戸川区立東部区民館及び区の施設 

③活動範囲 江戸川区全域 

④組織体制 

 

  １０ 人 

元校長 2 人、教師 1 人、保護司 2 人、子育て経験者 1 人、 

民生・児童委員 1 人、青少年委員 3 人 

 

⑤活動開始年度 令和 2 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

代表 櫻岡 章雄 

（TEL）090-5216-7896  （E-mail）asakuraoka@yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（心理カウンセラー等による各種相談、「木育」の実施） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

1．もっくサロンの開設 毎月１回 第 4 日曜日（会場を変えることもある） 

  （１） 木のおもちゃを使った遊び （幼児から低・中学年） 

      非認知能力の育成プログラムを参考にしたお遊び 



  （２） 小学生や中学生の進路に関する相談受付 

  （３） 発達特性理解に関する相談受付 

  （４） 子育て相談受付 

２．もっくセミナーの開催 毎月１回 第 4 日曜日（会場を変えることもある） 

  （１） 元気が出るお母さん勉強会 

（２） 幼児及び低学年、中学年及び高学年、中学生など発達段階に 

応じた子どもの成長支援についての学習 

（３） おやじの勉強会 

（４） その他 

３．もっくプレイ 毎月１回 第 4 日曜日（会場を変えることもある） 

   木を使った遊びをするコーナー 

３．各学校・園のお母さん、お父さん対象の相談会 

   毎月１回 第 4 日曜日（会場を変えることもある） 

４．広報誌の作成と配布 

   （１） 季報の発行 参加者で希望者へ発送 

５．野外活動 年１回～複数回  

６．要望・必要に応じて 

 ＊各相談は全日本カウンセリング協議会の認定カウンセラーが対応 

 ＊その他、元教師、保育士、民生･児童員他が対応 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇毎年 12 回の実施。イベント 3 回述べ約 200 人他。 

〇社会福祉協議会「なごみの家瑞江」とコラボレーションを図り、地域祭り 

 などへの参加をした。それにより連絡者の増加につながった。 

○ハロウィン、クリスマス会や新年会など歳時記に合わせた取り組みを行い 

親子のリピーターが増えてきた。 

○進路相談、子育て相談などを通して、親同士のネットワーク化が進んでき 

た。 

  

 

 



⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （ 江戸川ボランティア協議会からの助成金 ） 

 


